
は
北
邊
随
筆
、
萬
葉
燈
、
並
に
古
事
記
燈
大
旨
の
鋪
部
の
外
、
殆
ん
ど
公
刊

さ
れ
る
に
至
ら
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
從
っ
て
本
書
御
杖
集
第
一
巻
は
、

左
の
如
く
、
彼
の
古
典
研
究
の
諸
著
を
放
録
編
纂
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
之

に
よ
っ
て
今
後
は
容
易
に
彼
の
皇
霊
膿
系
の
研
究
に
入
の
得
る
都
と
な
り
、

覇
者
の
利
便
を
得
る
銀
多
大
で
あ
る
。

　
O
古
事
記
燈
大
旨
（
寡
黙
叢
書
館
藏
）
○
古
事
記
燈
巻
一
七
勢
．
蔑
脚
世
七
代
第

　
一
（
帝
國
齪
書
館
藏
）
○
古
単
記
燈
三
（
豊
麗
艶
書
館
藏
）
○
古
事
記
慶
典
燈

（
帝
國
嗣
書
館
藏
）
○
古
事
記
盗
塁
塑
の
段
（
帝
國
嗣
書
館
藏
）
○
無
燈
記
燈

　
大
御
寳
之
件
（
帝
國
圃
書
館
藏
）
0
古
事
記
二
七
赫
三
般
（
倉
野
憲
司
氏
藏
）
0
古

嘉
一
塩
磯
廻
天
地
建
議
（
京
都
大
學
國
文
學
研
究
室
藏
）
○
古
事
艶
才
智

　
之
一
七
紳
三
段
紳
世
第
沢
加
賀
典
三
鄭
氏
藏
）
○
古
鄭
記
載
瀞
興
淡
能
碁
玉
門
、
先

　
需
、
撃
冨
（
上
田
萬
年
氏
藏
）

特
に
雀
頭
に
掲
げ
ら
れ
た
志
田
氏
の
御
杖
小
傳
及
び
本
書
解
題
は
、
彼
の
悠

記
及
び
著
作
の
説
明
に
約
流
○
頁
を
割
き
、
文
化
五
年
に
刊
行
さ
れ
た
古
町

記
燈
大
旨
に
就
い
て
は
、
諸
本
の
異
同
あ
る
部
分
を
改
稿
本
（
京
都
大
學
木
）
、

腕
稿
本
（
帝
國
密
書
館
本
）
、
刊
本
（
同
上
）
と
一
二
段
組
に
し
て
内
容
の
比
較
に

便
な
ら
し
め
、
彼
の
學
問
の
獲
展
の
四
過
を
指
示
せ
ん
と
し
て
み
る
等
、
懇

切
を
極
め
た
も
の
で
あ
る
。
（
東
琴
國
民
精
断
交
化
研
究
所
獲
行
、
菊
版
、
洋

装
、
四
二
九
頁
、
債
蓼
圓
）
〔
内
藤
〕

　
　
　
n
本
城
郭
史

　　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@厭

盗
ｳ
野
著

垂
木
城
郭
の
研
究
に
就
い
て
、
翁
忌
は
二
つ
の
輝
や
か
し
い
成
果
を
世
に

ftVJ
亦ロ

介
「

邊
っ
て
み
る
〇
一
は
十
月
に
刊
行
さ
れ
た
古
川
重
春
暗
影
「
B
末
城
郭
考
」
で

あ
り
、
一
は
薄
い
て
十
一
月
に
出
版
さ
れ
た
、
大
類
伸
博
士
、
鳥
朋
正
雄
氏

共
著
の
「
日
本
城
郭
史
」
で
あ
る
。
　
　
　
、

　
古
川
氏
は
建
築
の
實
際
に
携
る
專
門
家
で
あ
る
爲
、
そ
の
著
は
す
「
日
本
城

郭
考
」
は
我
國
古
代
か
ら
最
近
世
に
至
る
ま
で
の
代
表
的
城
郭
に
慌
し
、
細
微

に
亙
っ
て
、
そ
の
專
門
的
立
場
か
ら
分
析
解
明
の
筆
を
馳
せ
て
み
る
所
に
特

色
が
あ
る
Q
そ
れ
に
勤
し
て
後
者
は
、
言
ふ
ま
で
毛
な
く
我
園
城
郭
史
の
組

織
的
綜
含
的
研
究
を
開
拓
さ
れ
た
大
類
博
士
と
、
永
年
史
蹟
の
實
際
に
就
い

て
精
密
な
調
査
を
導
け
ら
れ
つ
鼠
あ
る
内
揚
氏
と
の
協
同
著
作
で
あ
る
故

に
、
極
め
て
微
に
入
り
細
を
穿
つ
た
研
究
の
集
成
で
あ
る
と
同
時
に
、
全
膿

を
一
貫
し
て
、
城
郭
研
究
と
い
ふ
も
の
を
一
般
臼
本
歴
史
の
獲
展
の
裡
に
組

み
入
れ
ん
と
意
圃
し
た
所
に
、
そ
の
特
色
が
あ
る
と
思
は
れ
る
。

　
木
鐸
の
構
成
は
太
古
か
ら
明
治
維
新
ま
で
の
間
を
、
上
世
、
申
世
、
，
近
世
、

最
近
世
の
四
期
に
大
別
し
、
更
に
各
期
・
を
第
一
、
第
二
の
こ
期
に
分
ち
、
そ

の
三
期
に
就
い
て
、
略
説
、
職
孚
と
築
城
、
築
城
の
種
類
及
び
構
造
の
｝
二
項

目
を
設
け
、
そ
れ
が
更
に
渇
し
く
多
数
の
小
項
疑
を
含
ん
で
み
る
と
い
ふ
、

組
織
的
な
整
然
さ
を
有
し
て
み
る
。
こ
」
に
そ
れ
ら
の
内
容
を
詳
細
…
に
亙
っ

て
紹
…
介
す
る
事
は
出
師
ぬ
。
し
か
し
大
志
に
於
い
て
、
「
総
説
」
に
は
城
郭
を

生
成
し
た
時
代
一
般
並
び
に
軍
報
方
面
を
概
槻
し
、
「
戦
雫
と
築
城
し
に
は
下

期
に
於
い
て
築
城
を
必
要
と
せ
し
め
或
は
そ
れ
を
特
徴
附
け
た
諸
事
象
等
を

概
説
し
、
併
せ
て
廣
く
實
際
管
ま
れ
た
城
郭
を
綱
羅
し
て
詳
細
に
立
論
し
て

み
る
。
「
築
城
の
種
類
及
び
構
造
」
で
は
昏
期
に
於
け
る
そ
の
特
徴
を
詳
蓮
し

て
み
る
。
而
か
も
至
る
駈
に
挿
入
せ
ら
れ
て
る
る
閥
版
は
、
微
細
な
記
述
に

第
二
十
二
巷
　
第
皿
號
　
　
二
一
三
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紹

介

嗣
し
て
も
、
我
々
の
理
解
を
著
し
く
助
け
て
み
る
。
・

　
從
來
と
て
も
個
々
の
精
密
な
城
郭
研
究
は
数
多
く
縮
け
に
さ
れ
て
み
る
。

し
か
し
大
部
分
は
夫
々
の
煮
魚
か
ら
夫
々
の
事
鋼
を
解
析
し
抽
象
し
た
に
止

ま
っ
て
、
未
だ
完
全
に
そ
れ
を
再
組
織
し
て
日
本
城
郭
の
歴
曳
を
構
成
す
る

迄
に
は
至
っ
て
み
な
か
っ
た
。
勿
論
如
何
な
る
學
問
と
錐
も
、
限
ら
れ
た
範

疇
が
あ
り
、
そ
の
覗
角
と
方
法
と
態
度
と
に
特
殊
な
も
の
が
あ
る
Q
帥
ち
分

署
的
性
質
を
帯
び
て
み
る
。
し
か
し
そ
れ
は
結
局
分
科
的
綜
合
ど
も
言
ふ
べ

き
態
度
に
ま
で
獲
展
せ
し
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
意
昧
に
於
い
て

末
書
が
精
密
な
攻
究
の
結
果
に
成
る
幾
多
の
小
項
目
の
集
、
威
で
あ
る
と
共

に
、
そ
れ
の
綜
合
的
部
面
に
就
い
て
深
い
閥
心
が
梯
は
れ
て
る
る
事
を
強
く

感
ず
る
の
で
あ
る
Q
就
中
、
各
時
期
の
「
職
雫
と
築
城
」
の
項
鷺
の
如
き
は
、

相
聯
零
し
て
、
城
郭
を
申
心
と
せ
る
日
本
歴
史
と
で
も
梅
す
べ
き
組
織
を
宥

し
て
み
る
Q
（
菊
版
七
三
二
頁
、
定
職
六
出
、
東
京
雄
山
等
等
行
）
〔
時
野
谷
〕

東
洋
文
庫
地
方
志
日
録
（
支
那
・
満
洲
・
電
磁
）

東
洋
文
庫
編

　
支
那
の
地
理
、
秘
史
を
研
究
す
る
者
に
と
っ
て
、
彼
の
閣
の
地
方
志
が
貴

重
な
資
料
を
提
供
す
る
蓉
で
あ
る
事
は
今
更
贅
言
を
要
し
な
い
所
で
あ
っ

ぞ
、
各
閣
の
大
計
、
圓
書
館
等
に
於
い
て
は
鏡
意
之
が
捜
集
に
努
力
し
て
み

る
の
で
あ
る
。
東
洋
文
庫
の
地
方
志
の
膨
大
な
蒐
集
は
遠
く
海
外
に
ま
で
そ

の
名
を
知
ら
れ
な
が
ら
、
未
だ
完
全
な
前
盛
が
公
に
さ
れ
な
い
の
を
遺
憾
と

さ
れ
て
み
た
。
然
る
に
昨
年
十
二
月
創
立
十
週
年
記
念
と
し
て
出
版
さ
れ
た

、
の
が
即
ち
木
目
録
で
あ
っ
て
、
牧
む
る
駈
二
午
蓋
百
置
十
部
に
上
る
。
而
も

纂
二
十
二
巻
　
第
｝
號
　
　
一
一
一
四

之
が
探
購
に
は
僅
か
十
前
年
を
費
し
た
の
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
當
晦

者
の
不
漸
の
努
力
に
饗
し
て
敬
意
を
表
す
る
と
共
に
、
東
洋
交
庫
の
蜷
窟
な
、

財
力
に
し
て
始
め
て
可
能
な
事
で
あ
る
の
を
認
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
の
鍛
鼓

に
於
い
て
は
、
支
那
の
直
立
北
平
圃
書
館
に
次
ぐ
者
で
實
に
世
界
に
誇
る
べ

き
大
蒐
集
で
あ
る
。
我
が
國
で
は
内
閣
交
瞳
に
約
六
百
部
の
珍
本
が
藏
せ
ら

れ
て
る
る
外
、
之
に
次
ぐ
者
と
し
て
ぼ
東
方
交
化
學
院
京
都
研
究
所
に
凡
そ

千
部
に
上
る
地
方
志
が
探
集
さ
れ
て
る
る
Q
今
ま
で
に
知
ら
れ
て
み
る
重
要

な
方
志
墜
落
は
殆
ん
ど
朱
声
域
の
中
國
地
方
志
綜
録
に
筆
録
大
成
さ
れ
て

み
る
が
、
本
霧
序
文
に
も
あ
る
通
り
、
本
目
録
と
劉
比
す
る
時
爾
多
く
の
出

入
を
見
る
の
で
あ
る
。
そ
の
内
容
に
つ
い
て
詳
細
鮎
橡
し
た
結
果
、
三
三
以

前
の
者
に
就
い
て
言
へ
ば
綜
録
未
牧
の
も
の
五
十
毬
を
越
え
、
そ
の
他
從
來

天
下
の
孤
本
と
考
へ
ら
れ
て
る
た
も
の
で
之
に
牧
め
ら
れ
て
る
る
嚢
も
少
な

く
な
い
。
之
が
本
目
録
が
猫
特
の
偵
値
を
持
つ
所
以
で
あ
る
。
江
っ
て
此
の

上
に
、
静
嘉
堂
、
前
田
　
家
奪
纏
閣
の
口
録
及
び
本
年
六
月
出
版
さ
れ
た
國
立

北
干
圃
書
館
方
志
目
録
コ
編
等
を
加
へ
て
中
閣
僚
方
志
霊
界
の
補
…
遺
を
作
る

こ
と
が
三
二
る
の
で
あ
る
。
本
書
の
分
類
は
蒙
古
西
臓
を
除
き
省
別
と
し
て

大
回
北
郡
・
中
部
・
三
部
支
郷
の
順
序
に
配
列
し
、
満
洲
閣
豪
溝
を
別
に
附

載
と
し
て
を
り
、
各
省
内
に
於
い
て
も
府
の
順
序
は
乾
隆
二
十
九
年
の
一
統

志
以
後
の
制
に
基
き
な
が
ら
、
直
隷
州
を
適
宜
そ
の
闘
に
朧
按
ず
る
等
、
編

者
の
銘
し
い
努
力
が
認
め
ら
れ
る
。
術
盗
り
に
、
劉
引
索
樹
を
附
し
て
使
用

者
の
便
利
を
計
っ
て
み
る
が
、
更
に
各
府
州
間
の
眼
界
を
一
同
際
然
た
ら
し

．
め
、
各
所
園
の
実
名
を
甲
懸
列
醸
す
る
等
の
神
意
が
あ
れ
ば
旧
暦
便
利
で
あ

る
と
患
ふ
Q
　
（
昭
和
十
年
十
二
月
棄
洋
文
庫
獲
行
、
四
六
倍
版
、
非
製
品
）

冒
比
野
丈
夫
〕

（21蔓）


